
す
ゐ

に

ん

て

ん

わ

う

　

　
す

じ
ん

て

い

は
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と
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ろ
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す
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と
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ゆ
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ろ

　

　

　

つ

垂
仁
天
皇
、
崇
　
帝
の
第
三
子
な
り
。

母
は
御
間
城
姫
皇
后
に
し
て
、

崇
　
帝
の
二
十
九
年
正
月
己
亥
の
朔
を
以
て

瑞
籬
宮
に
生
る
。

生
れ
て
岐
嶷
の
姿
あ
り
。

壮
な
る
に
及
び
、

　
儻
に
し
て
大
度
あ
り
。

性
に
率
ひ
眞
に
任
せ
、

矯
飾
す
る
所
な
し
。

崇
　
帝
、
之
を
愛
し
、

引
き
て
左
右
に
置
く
。

四
十
八
年
正
月
、
崇
　
帝
、

天
皇
及
び
豊
城
命
に
謂
て
曰
く
、

朕
、
二
子
に
於
て

慈
愛
異
な
る
こ
と
な
し
、

孰
れ
を
嗣
と
な
さ
ん
こ
と
を
知
ら
ず
。

夢
あ
ら
ば
宜
し
く
告
ぐ
べ
し
。
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朕
、
夢
を
以
て
之
を
占
は
ん
と
。

二
皇
子
、
沐
浴
し
て
寝
ぬ
。

明
日
、
豊
城
命
、

入
り
て
奏
す
ら
く
、

夢
に
御
諸
山
に
登
り
、

東
に
向
ひ
て
槍
を
弄
ぶ
こ
と
八
た
び
、

刀
を
撃
つ
こ
と
八
た
び
と
。

天
皇
、
奏
す
ら
く
、

夢
に
御
諸
山
の
巓
に
登
り
、

縄
を
四
方
に
　
り
、

粟
を
啄
む
雀
を
逐
へ
り
と
。

崇
　
帝
、

之
を
諭
し
て
曰
く
、

兄
は
、
唯
東
に
向
ふ
の
み
な
れ
ば
、

宜
し
く
東
方
を
治
む
べ
し
。

弟
は
、
四
方
に
臨
み
た
れ
ば
、

宜
し
く
朕
が
位
を
繼
ぐ
べ
し
と
。



つ

ひ

　
　

た

　

　

　

く
わ

う

た
い
し

　
す

じ

ん

て
い

ほ

う

ぐ
わ
ん

ね
ん
み
づ
の
え
た
つ

　

　

　

　

　

　

　

つ
ち
の
え
と
ら

て

ん

わ

う

　

く
ら
ゐ

　

つ

と

き

こ

れ

　

い

く

め

い

り

ひ

こ

　

い

さ

ち

の
す

め

ら

み

こ

と

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　み
づ
の
と
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と
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い

　

　

　

み
づ
の
と

み

　

　

　

　

　

　

　

つ
ち
の
と
う

　
さ

ほ

ひ

め

　

　

た

　

　

　

く
わ

う
ご
う
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逐
に
立
て
ゝ
皇
太
子
と
な
す
。

六
十
八
年
十
二
月
、

崇
　
帝
崩
ず
。

元
年
壬
辰
、

春
正
月
二
日
戊
寅
、

天
皇
、
位
に
　
く
。

時
に
年
四
十
一
。

是
を
活
目
入
彦
五
十
狭
茅
天
皇
と
な
す
。

冬
十
月
十
一
日
癸
丑
、

崇
　
天
皇
を
葬
る
。

十
一
月
二
日
癸
酉
、

皇
后
を
尊
び
て
皇
太
后
と
曰
ふ
。

二
年
癸
巳
、

春
二
月
九
日
己
卯
、

狭
穂
姫
を
立
て
ゝ
皇
后
と
な
す
。

冬
十
月
、
都
を
纒
向
に
遷
し
、

是
を
珠
城
宮
と
謂
ふ
。
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と
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ひ
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つ
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是
の
歳
、
任
那
の
使
、

國
に
　
ら
ん
こ
と
を
請
ふ
。

之
を
許
し
て
、

特
に
厚
く
給
輿
し
、

赤
絹
一
百
匹
を
任
那
王
に
賜
ふ
。

新
羅
人
、
道
に
邀
へ
て
之
を
奪
へ
り
。

二
國
、
始
て
怨
を
構
ふ
。

三
年
甲
午
、
春
三
月
、

新
羅
王
の
子
天
日
槍
、
帰
化
す
。

五
年
丙
申
、

冬
十
月
己
卯
の
朔
、

來
目
高
宮
に
幸
す
。

皇
后
の
兄
狹
穂
彦
、
反
を
謀
る
。

将
軍
八
綱
田
を
し
て
、

之
を
討
た
し
む
。

狹
穂
彦
、
誅
に
伏
し
、

皇
后
、
そ
の
城
中
に
死
せ
り
。
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に
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ふ
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い

は

七
年
戊
戌
、
秋
七
月
七
日
乙
亥
、

當
麻
邑
の
人
、

蹶
速
、
出
雲
の
人
、

野
見
宿
禰
を
召
し
て
、

其
の
角
力
を
觀
る
。

十
五
年
丙
午
、

秋
八
月
壬
午
の
朔
、

日
葉
酢
媛
を
立
て
ゝ
、

皇
后
と
な
し
、
其
の
三
妹
、

渟
葉
田
瓊
入
媛
・

眞
砥
野
媛
・
筋
瓊
入
姫
を
納
れ
て
、

並
び
に
妃
と
な
す
。

二
十
五
年
丙
辰
、

春
二
月
八
日
甲
子
、

武
渟
川
別
・
彦
國
茸
・

大
鹿
島
・
十
千
根
・

武
日
の
五
大
夫
に
詔
し
て
曰
く
。
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た

い
つ
き
の
み
や

　

い

す

ゞ

が

は

　

　
ほ
と
り

　

た

我
が
先
皇
、
惟
叡
に
し
て
、

聖
と
作
り
、

欽
明
聰
達
に
し
て
、
謙
損
沖
退
、

機
衡
を
綢
繆
し
て
、
　
祇
を
禮
祭
し
、

己
に
克
ち
躬
を
勤
め
、

日
に
一
日
を
慎
し
む
。

是
を
以
て
、
人
民
富
み
足
り
、

天
下
太
平
な
り
き
。

今
朕
が
世
に
當
り
、

　
祇
を
祭
祀
す
る
こ
と
、

豈
に
怠
る
こ
と
あ
る
を
得
ん
や
と
。

三
月
十
日
丙
申
、

倭
姫
を
し
て
、
豊
鍬
入
姫
に
代
り
て

天
照
大
　
を
奉
齋
せ
し
む
。

倭
姫
、
天
照
大
　
を
奉
じ
て
、

祠
を
伊
勢
に
立
て
、

齊
宮
を
五
十
鈴
川
の
上
に
建
つ
。
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め

む
ら
　

　
お

二
十
六
年
丁
巳
、
秋
八
月
三
日
庚
辰
、

物
部
十
千
根
を
遣
は
し
て
、

出
雲
の
　
寶
を
檢
し
、

仍
て
命
じ
て
之
を
掌
ら
し
む
。

二
十
七
年
戊
午
、

秋
八
月
七
日
己
卯
、

祠
官
を
し
て
、

兵
器
を
以
て
祭
幣
と
為
さ
ん
こ
と
を

卜
は
し
む
る
に
、

吉
な
り
。

乃
ち
弓
矢
刀
を
諸
社
に
納
め
、

更
に
　
地
・
　
戸
を
定
め
、

時
を
以
て
之
を
祭
る
。

兵
器
を
以
て
　
を
祭
る
こ
と

此
に
始
ま
る
。

是
の
歳
、

屯
倉
を
來
目
邑
に
置
く
。
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に

ん

二
十
八
年
己
未
、

冬
十
月
五
日
庚
午
倭
彦
命
薨
ず
。

近
習
を
聚
め
て
殉
と
な
す
。

天
皇
、
聞
き
て
之
を
惻
み
、

群
卿
に
詔
し
て
曰
く
、

生
き
て
愛
せ
ら
れ
、

死
し
て
殉
と
な
る
、

亦
惨
ま
し
か
ら
ず
や
。

古
の
遺
風
と
雖
も
、

曷
ぞ
遵
ひ
用
ふ
可
け
ん
。

今
よ
り
之
を
止
め
よ
と
。

三
十
二
年
己
亥
、
秋
七
月
六
日
己
卯
、

皇
后
日
葉
酢
媛
崩
ず
。

詔
し
て
、
土
を
以
て
物
に
像
り
、

用
ひ
て
殉
に
代
へ
、

立
て
ゝ
永
制
と
な
し
、

野
見
宿
禰
を
以
て
土
部
職
に
任
ず
。
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の

う

じ

　

　

す

ゝ

た

み

よ

　

　

　

　
い

ん

ぶ

建
眞
利
根
命
、
石
棺
を
獻
じ
、

姓
石
作
大
連
公
を
賜
ふ
。

三
十
四
年
乙
丑
、

春
三
月
二
日
丙
寅
、

山
背
に
行
幸
す
。

三
十
五
年
丙
寅
、
秋
九
月
、

皇
子
五
十
瓊
敷
命
を

河
内
に
遣
は
し
、

高
石
池
・
茅
渟
池
を
作
り
、

冬
十
月
、

倭
の
狹
城
池
・
迹
見
池
を
作
る
。

是
の
歳
、

諸
國
を
し
て

池
溝
を
開
か
し
む
る
こ
と
、

凡
そ
八
百
、

以
て
農
事
を
勸
む
。

民
頼
り
て
殷
富
な
り
。
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え
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か
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に

し

き

の
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こ
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い
そ
の
か
み

　

し

ん

ぽ

う

　
つ
か
さ
ど

三
十
七
年
戊
辰
、

春
正
月
戊
寅
の
朔
、

大
足
彦
尊
を
以
て
皇
太
子
と
な
す
。

三
十
九
年
庚
午
、

冬
十
月
、

五
十
瓊
敷
命
、

劒
一
千
口
を
作
り
て
、

石
上
の
神
宮
に
藏
む
。

天
皇
、

乃
ち
五
十
瓊
敷
命
を
し
て
、

神
宮
の
寶
物
を
掌
ら
し
め
、

為
に
河
上
部
を
定
む
。

八
十
七
年
戊
午
、

春
二
月
五
日
辛
卯
、

物
部
十
千
根
を
以
て
、

五
十
瓊
敷
命
に
代
へ
、

石
上
の
神
寶
を
掌
ら
し
む
。
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え
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つ
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え
う
ま

　
つ
い
た
ち

て

ん

の

う

　

ま
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む
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は
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　は
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す
ゐ
に
ん
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ん
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い

八
十
八
年
己
未
、

秋
七
月
十
日
戊
午
、

使
を
但
馬
に
遣
は
し
、

清
彦
に
詔
し
て
、

其
の
曾
祖
天
日
槍
が
齋
し
ゝ
、

所
の
寶
物
を
獻
ぜ
し
め
、

之
を
官
府
に
藏
む
。

九
十
年
辛
酉
、

春
二
月
庚
子
の
朔
、

田
道
間
守
を
し
て
、

非
時
香
菓
を
常
世
國
に
求
め
し
む
。

九
十
九
庚
午
、

秋
七
月
戊
午
の
朔
。

天
皇
、
纒
向
宮
に
崩
ず
。

年
一
百
三
十
九
。

菅
原
伏
見
陵
に
葬
る
。

追
諡
し
て
垂
仁
天
皇
と
曰
ふ
。


